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Abstract 

Purple asparagus is becoming popular among consumers in Japan because of its uniq臼eappearance， thickness， sweetness， 

tendem巴ssofthe spears， and quality ofvitamins and minerals. The growing area for purple varieties such as‘Purple Passion' is 
spreading， particularly in cool regions of Japan. However， lower yields compared to those of m勾01'green varieties have been 
regarded as a serious problem. Therefore， some growers hesitate to cultivate the purple varieties. In order to improve the yield 

of ‘Purple Passion'， we investigated the effect of high density planting on mother fern cultivation between 1999 and 2005. The 
yield of plots with a normal planting of ‘Purple Passion' was lower than that of ‘UC 157' which is a green asparagus variety 

cultured in Japan. However， the yield of ‘Purple Passion' in the plot with dense planting showed yields as high as those with 
normal planting of ‘UCI57¥The spear weight of ‘Purple Passion' in all treatments was larger than that of ‘UCI57'， although 

the numb巴l'of harvested spears of ‘Purple Passion' per unit area was decreased compared to that from a normal planting of 
‘じCI57'.This advantage might contribute to labor斡saving.These findings suggest that‘Purple Passion' can achieve a sufficient 

yield when cultivated by dense planting. The aptitude for dense planting and its uniqu巴propertiesare key factors in achieving 

stable cultivation and promoting the consumption ofpurple varieties in Japan. 

Key Words : cool region， long-term harvest production system， mother fern， open culture， spear 

キーワード:長期どり栽培，寒冷地，立茎，露地栽培，

緒長

アスパラガス (Asparagllsofficinalis L.)は， ビタミンA，

ビタミン B群およびどタミン E，アスパラギンやルチンな

どが豊富であり(前回， 2008)，有用な緑黄色野菜として知

られている.特に，ムラサキアスパラガスは，ルチン含量

や総ポリフェノール含量， Brix 催およびアスコルビン離合

量などがグリーンアスパラガスより擾れるとされる(甲村・

渡議， 2005;前回， 2008; Maedaら， 2005;充木， 2003). そ

のような理由により，近年， 日本国内においてムラサキア

2010年 1月 15日受付. 2010年 6月25日受理.
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スパラガスの作付けが増加している しかしムラサキア

スパラガスは，定植後の若年株の収量がグリーンアスパラ

ガスに比べて著しく劣るとされており(甲村・渡逢， 2005)， 

その収量安定技術の確立が急務である.

ところで， 臼本におけるアスパラガスの作製は，露地普

通栽培からハウス半促成長期どり栽培，伏せ込み促成栽培

まで多岐にわたる(元木， 2003). アスパラガスの収穫は，

通常，定植2年目から始まり，成題化には長期間を有する

ことから，若年株の収量を増やすことが経営上重要であり

(元木， 2003)，特にハウス半促成長期どり栽培においては，

大苗定摘や秋季定植など様々な試みが行われている(居村，

2000;先木， 2003). 圏内のアスパラカ、、スの露地栽培におけ

る栽植様式は，通常畝幅 150~ 190cm，株間 30~ 40 cm 

(栽植密度は 13，000~ 23，000株.haω1 )程度である(元木，

2003; Motokiら， 2008; Yakuwaら， 2008).一方，海外では，

イタリアで40，000株.ha-1を超える栽植密度の報告がある
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おもなアスパラガス生産閣における栽植密度第 T表

栽楠様式
栽植窮度
(株・ ha-1) 定植年x品目、文献z株間 (m)畝幅 (m)国地域

1998 

2002 
Green 

Green 

Ye，2002 

Motokiら， 2008 

0.25 

0.30 

1.50 

1.50 

26，700 
22，200 

China 

Japan 

Asia 

2002 Green Stone • Roose， 2008 0.30 1.50 22，200 U.S.A. North America 

2002 

2000 

1999 

2002 

1997 

1998 

2002 

Green 

White 

White 

Green 

White 

White 

White • Green 
White • Green 

Gonzalez， 2008 

Pascholdら， 2008 
Mariaら， 2008 
Temperini • Mariotti， 2008 
Jan・Lavrijsen，2008
Knaflewski • Krzesinski， 2002 
Marijana・Marsic，2008 
C巴rmenoら， 2008 

0.25 

0.40 

0.20 

0.25 

0.40 
0.33 

0.33 

1.50 

1.80 

1.20 

1.65 

1.70 
2.20 

1.50 

26，700 

13，900 

13，500 

41，700 

24，200 

13，800 

14，700 

20，200 

Chile 

Germany 

Gr巴ece

Italy 

The Netherlands 

Poland 

Slovenia 

Spain 

South America 

Europe 

Z栽培試験(おもに国際品種比較試験)において栽植様式が示されている文献
Y文献に示された品目

X文献に示された事例の定植年

とした.一方，密槌栽;培は畝l隔とベッドiPliiを慣行区と同様

に設定し，条関 50cmの2条千鳥植えで株間を変えて，①

株間 30cm (44，444株・ hdl，以下 2倍密植!玄)，②株間

20 cm (66，667株・ ha-I，以下 3倍密植区)の 2処理区を設

けた.比較として， ‘UCI57'の慣行区および3倍密槌区を

設けた.試験区はし、ずれも 1[玄9m2の2反復とした.

化成肥料により，毎年基肥として N:P20S: K20 = 200 : 

200 : 200 (kg' ha勺を施用した. 1年株では定植前に， 2 

年株以降は萌芽前に施用し，施用後に耕悲した.追肥とし

て 6~8 月の 3 か月間，半月ごとにそれぞれ N : P20S: K20 = 
50: 0: 50 (kg・切りを施用した.潅水は行わなかった(天

水のみ).倒伏防止対策として，立茎時に培土と支柱誘引を

行い，地際から 50cmの高さまで下校かきを行った.定植

年は株養成のみとし畝面を白黒マルチで覆い，収穫は行

わなかった.

収量調査期間を第2表に示した.長期どり栽培における

密植栽培の立茎数は，元木ら (2009) の報告を参考に，い

ずれも春どり終了後，株当たり 3~4 本として順次立茎し，

秋に萌芽が停止するまで収墜を継続した.その他の栽培管

理は，当場の慣行(元木ら，2004) に準じた.

25 cm以上に伸びた若茎と奇形および病虫害茎のすべて

ものの (Temperini• Mariotti， 2008) ，ほかの国では日本と同

様， 13，000 ~ 25，000株・ ha-1程度の栽植密度である(第 I

表)(Cermenoら，2008; Gonzalez， 2008; Jan • Lavrijsen， 2008; 

Knaflewski' Krzesinski， 2002; Mariaら，2008; Marijana・Marsic，

2008; Pascholdら，2008; Stone • Roose， 2008; Ye， 2002) . 

著者らは，グリーンアスパラガス 'UCI57'を用い，寒

冷地の露地長期どり栽培において，従来の 2~3 倍の栽櫛

密度で栽培(密植栽培)を行うと，定値後短期間で収量が

増えることを報告した(元木， 2003). さらに，露地長期ど

り栽培における密植栽培では，株間の競合が慣行栽培に比

べて早く現れ，株当たりの収量が減少し， 1茎重が小さくな

るものの， 10年株までの総収量は慣行栽培に比べて多く， 1 

茎重は3年株以降， L級規格の 15g以上で推移することを

報告した(元木ら， 2009). これらのことから，ムラサキア

スパラガスにおいても，密植栽培を行うことにより，収量

を高めることができる可能性が考えられる.しかし日本

国内において，ムラサキアスパラガスの密植栽培が収量や

生育に及ぼす影響を詳細に検討した報告は見当たらない.

本研究では，ムラサキアスパラガスの寒冷地での露地長

期どり栽培において密槌栽培を長期にわたって検討し新

たな知見が得られたので報告する.

収量識変期間

l収穫
日数
( El ) 

第2表

収穫期間
(月日~月日)

株Il冷
試験年(年株) 作製

2000 

2001 
2002 
2003 

2004 
2005 

4 月 19 臼~ 5月 2日

7 月 2 日~ 10月 9日
4 月 18 日~ 10月 16El 
4 月 10 日~ 10刃 7日
4 月 21 日~ 10月 3E! 
4刃19El~ 10月 18E! 
4月22El ~ 10月 17日

114 

182 
181 
166 
183 
179 

露地2季どり栽培

露地;長期どり栽培
露地長期どり栽培
露地長期どり栽j者
語地長期どり栽培
露地長期どり栽培

2 

句
、
J

A

H

!

"

、MK
U

弓
/

試験は， 1999 ~ 2005年までの 7年間，長野県野菜花き

試験場(現・長野県野菜花き試験場北信支場)の場内国場

(標高 346m，沖積植壌土， pH 6ム EC0.123 S • m時腐植

含量 3.1%)で行った. 1999年 3月 17日にムラサキアスパ

ラガス‘PurplePassion' (Bensonら， 1996) とグリーンア

スパラガス‘じC157'を 136穴セルトレイに播種して育苗

し， 1999年 6月21日に定植した.

‘Purple Passion' の慣行区の栽植密度は，畝l娼150cm， 

ベッド幅 80cm，株間 30cmの l条植え (22，222株・ ha一1) 

材料および方法
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を地!探から切りとって先端から 25cm長に調製し，収穫13

ごとに収量茎重および収穫本数を調べた また，各処

理区における単位面積当たりの収穫本数を算出した.

有効主主丈および茎径は，茎葉刈りとり霞前の茎葉黄化期

に調査した.その擦，反復ごとにそれぞれ 5株をランダム

にサンプリングするとともに 各処理区内の反復間でt検

定を実施し，反復関に有意差が無いことを確認した後，処

理区間での有意差検定を実施した (n=10). 地上部の生育

量を評価する指標である GI'(生育指数;元木， 2003)は，

地際から 20cm部分の茎断面積と有効草丈(群として茎葉

容積の 95%の高さ)との積を調査株数で割った値とした.

株当たりの乾燥重量は，ガラス温室で乾燥させた刈りとり

後の茎葉の重量とした.萌芽日は試験区の 50%以上の株が

萌芽した日とした.貯蔵根 Brix(%)は地下茎より 5~

10cmの貯蔵根の Brix値とし屈折糠度計 (N拘lα、ATAGO)

で計測した.

結果および考察

Bensonら(]996)は，アメリカ西海岸のカリフォルニプ

ナ'"において，露地普通栽培(春どりのみ)で‘PurplePassion' 

を8年間栽培(l区207m2，反復なし)したところ年

当たりの平均収量は4，350kg ・ha-Iとなり ， 'UCI57' と間

(4，381 kg'ha-I)であったと報告している.また， Falloon・

Andersen (2000)も，ニュージーランドのクライストチャー

チにおいて，露地普通栽培(春どりのみ)で‘Purp1ePassion' 

を3年間栽培(]JR 6.8 m2， 4反復)したところ， 3年株と
5年株の総収量は2，220kg・ha-Iとなり，‘UC157'(2，490 kg・

ha-I) と有意差はなかったと報告した.一方，本試験の露

地長期どり栽培において，‘Purp1ePassion'の慣行区におけ

る収量は， 'UC157' の慣行区に比べて 3~67%低く推移

し(第3表)， 6年間(2000~ 2005年)の積算収量は 'UCI57'

の慣行医の 77%であった.従って，慣行の栽槌密度とした

場合の露地長期どり栽培における‘Purp1ePassion' の収量

は， 'UCI57' を下回るものと考えられた.

元木ら (2009)は， 'UCI57' の密植栽培を 14年間(第

l回)と 7年間(第2回)の 2回検討し，慣行区 (22，222

株・ ha斗)に対する 3倍密植区 (66，667株・ haω1)の積算収

量は，慣行区対比で第 i回が 128%，第2回が 111%であっ

たと報告している.本試験の 'UCI57' においても，密植

による憎収効果がみられ(第3表)，その報告と一致した.

また， ‘Purple Passion' についてみると， 2倍密植区， 3倍

密植区の11僚に，慣行JR対比で2年株 (2000)が 123%，141 
%， 3年株 (2001)が 112%，117%， 4年株 (2002)が 126

%， 137%， 5年株 (2003)が 108%，109%， 6年株 (2004)

が 117%，121%， 7年株 (2005)が 134%，130%となった.

それらを 6年間 (2000~ 2005年)の積算収量でみると， 2 

倍密植誌が 84，990kg • ha-I， 3倍密植JRが87，750kg • ha-I 

となり，慣行区対比でそれぞれ 120%，124%となった(第

3表).これらの結果より，‘PurplePassion'においても，密

植栽培を行うことにより増収が可能であることが切らかと

なった.‘PurplePassion'と'UCI57'とを比較すると，‘Purple

Passion' の2倍密植民および3倍密植区の収量は 2およ

び3年株では 'UCI57' の慣行区を下回ったものの (2年

株で41~ 47%， 3年株で 84~ 88%)， 4年株以降では 92

~ 130%となり， 'UCI57'の慣行区と間程度の収量となっ

た. このことは，寒冷地における‘PurplePassion' の露地

長期どり栽培において， 'UCI57'の慣行栽植密度の露地長

期どり栽培と間程度の収量を確保するためには，密値栽培

を行う必要があることを示唆している.

有効草丈および茎径についてみると，両品種とも密植に

よる影響は小さかったが(第4表)，品種聞の比較において

‘Purple Passion' は 'UCI57' よりも大きな値で推移した.

‘Pur下lePassion'における株当たりのGl'は，収穫を開始し

た2000年以降では密櫛により小さくなる傾向がみられ(第

5表)， 'UC157' も両様の傾向であった. 1株主主たりの乾燥

重量は，同品種とも密績により減少したが(第5表)，‘Purple 

Passion' は‘UC157' と比べて毎年大きな値を示した.ま

た， 1茎重においても，両品種とも筏植により減少する傾

向がみられたものの(第 6表)，下urplePassion'は 'UCI57'

と比べて毎年大きな値で推移する傾向にあった. ‘Purple 

Passion' は4倍体品種であり(申村・渡港， 2005)， 4倍体

品種は2倍体品種と比べて立茎可能な親茎の大半が必然、的

に太ものとなることが知られている (Kohmuraら， 1996). 

従って， このことが‘PurplePassion' において密植を行っ

た場合でも，生育および l茎重が大きく維持された理由で

あると考えられる.

第3表密植栽培が収量に及ぼす影響

各年における収量 (kg・ha一1)

品種 栽J憾密度z 2000 2001 2002 2003 2004 2005 累年

Purple Passion 慣行 5，040土 110Y 13，530土2，26010，530土1，17014，040士 3101l，090土 54016，640土 370 70，870土1，120
2倍密儀 6，200士 700 15，110士 180 13，310土 260 1久120土 100 12，960土 220 22，290士山00 84ラ990土口00
3倍密植 7，090土 180 15，890土 530 14，460土1，09015，330土 770 13，360土2，36021，620士3，800 87，750土1，470

UCI57 慣行 15，060土2，00017，970土 700 13，350ま 10 14，810土 430 14，060土1，03017，160土仁710 92，410土 200 
3倍密植 13，060土 150 23，090土 800 15，770土1，04017，390土 6o 17，070土1，87021，160土2，240107，540土 40 

Z慣行:22，222株・ i鳩山 2倍密植:44，444株.ha-1， 3倍密植:66，667株・ ha-I
y平均値土標準偏差 (n= 2) 
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第4表 密植栽培が有効率丈および茎筏に及ぼす影響

試験年

栽植密度 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 各年の平均調まま項目 品種

有効草丈 (cm)Pl叩 lePassion 

じCI57

処理区間での分散分析

f良行
2倍密植

3倍努様
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処理区間での分散分析

Q
O
Oノ
ヲ
-

f

O
勺
/

4

4

5

4

3

 

土

土

土

土

土

A
斗

A
件

。

δ

日

ツ

ペ

4

"、J

隊、J
尚

3

1

u
今

3

i

i

1

l

l

 
L
u
 

a
u
Q
u
q
u
'
n
U
9
U
 

A
ツ
/
口
《
J

戸、

J

n、
J

A
U
守

/

7

'

A

4

寸
戸
、
J

l

i

l

-

-
'口

。u
q

“
q
“

q
a
'
h
u

--勺
J

0

6

ハ
り
ウ
&

7

4

U

ζ

U

4

・
フ
M

I

l

i

-

-

L

U

L

u

a

1

0

1

0

 

0

y

O
ノ

今

J

フ

白

勺

/

，
h
u
k
O
ハ

リ

勺

/

戸

、

J

1
1
3
2

ヘ4
2

1

t

l

a
u
a
u
Q
U
'
h
u
n
L
 

，
h

A
り

つ

“

今

J

五
U

'
l
'
i
'
i
o
x
u
ζ
J
 

ペ
ノ
ん
吋
ノ
“
吋
ノ
“

1
1
1
1

'

h

u

-

h

U

 

先

u
g
u
Q
u
a
u
w
'
h
u

oλU
今、

U

A斗
，

今

、

J
f
h
U

6

8

7

6

4

 

i

l

i

-

-

n
u

免

U

免

u

a

u

a

u

A

マつ
M

『
V

1

1

〆
0

4
・
A
守

今

J

司

3
今

J

I

l

l

i

i

 
3
0
 

q
μ
a
u
a
u
'
h
u
q
G
 

7

5

6

4

0

 

ζ
J
"、
J

，、

J

A

斗

倒

、

J

値

植

値

密

密

密

行
立
ロ
ー
江
口
行
部

憤

引

引

慣

引

* NS *** **ネ*** *** ** 
三第3表参照
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第5表 密~直栽培が生育指数 (GI') および乾燥重量に及ぼす影響

試験年
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Y茎断面積(地際から 20cmの部分)x有効主主丈/調査株数

x平均値士標準偏差(口 =2)
、、!調査せず

第6表 密植栽培が i茎重および単位面積当たりの収穫本数に及ぼす影響

試験生下

調査項目 品種 栽槌密度 2000 2004 2001 2003 2005 各年の平均2002 

i茎重 (g) Purple Passion 慣行

2倍密槌

3倍密槌

UCI57 慣行

3倍密槌

収穫本数 Purple Passion 慣行

(単位面積当たり 2倍密植
3倍密植

UCI57 慣行

3i音密嫡

19.2土O.Jl 31.3土 1.3 35.4土 0.3 37.4土 0.9 35.0士1.3 38.2土l.l 32.8土6.4
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Z第3表参照

y王子均値土標準偏差 (n= 2) 
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収穫期間における単位面積当たりの乎均収臨本数をみる

と， アurplePassion' では慎行区， 2倍密植j玄および3倍密

植区のI1原に，それぞれ 15.9，21.0および23.3本， 'UCI57' 

では慣行限および3倍密楠区の順に，それぞれ 30.9および

40.7本となった(第6表). 'UC157'の慣行区と ‘Purple 

Passion' の密植区を比較すると，株当たりの収穫本数は2

倍密横区で 68%，3倍密植区で 75%減少したことになる.

先に述べたとおり， 'UC157'の慣行区と‘PurplePassion' 

の2倍密植区および3倍密槌区の収最が間程度であったこ

とを踏まえると，‘PurplePassion'は密憶により収量および

l茎震を維持しつつ，単位面積当たりのi収穫本数を大脂に

減少させることができると考えられる. この点は，収穫作

業における労働負担の軽減につながるものと期待される.

萌芽日および貯蔵根 8rixC%)は慣行区とほぼ伺等であ

り，栽植密度の違いによる差は認められなかった(データ

略).また，密横栽培における株の広がりは条開方向よりも

畝間方向のほうが大きく，ベッド(盛り土)部分をはみ出

す株が4年目からみられ，年を追うごとに多くなった.ま

た，同一品種内の各処理区における若茎の色に大きな去をは

みられなかった(達観調査.データ略).アスパラガスは菜

葉が針状で受光態勢がよいこともあり，本試験で行った筏

槌程度では，若茎の色にほとんど影響しないものと考えら

れる.

以上の結果より，ムラサキアスパラガス‘PurplePassion' 

は， グリーンアスパラガス‘UC157' に比べて密植栽培適

性があると考えられた.現在，一般の卸売市場の価格構成

の中心はL級規格であるが，ボリューム感や食味の点で輸

入アスパラガスと差別仕するため，近年はそれより太い 2L

級規絡の評価が高まっており その反面で細茎の値段が下

がっている(元木， 2003).そのため，栽培にあたっては太

い若茎をいかに多く生産するかによって収益性に差が生じ

ることになる.本研究において，ムラサキアスパラカ、、スは

密櫛栽培においても，収量性を維持しつつ単位面積当たり

の収穫本数を減少できる可能性が明らかとなった. これら

の点を生産現場にアピールできれば，新品目として生産現

場に定着する可能性がある

現在の寒冷地における露地長期どり栽培は‘UC157'に

適した栽培法で、あり(元木ら， 2004)，今後は‘PurplePassion' 

の栽士宮特性に適した立茎時期や立茎数，株養成法をど明らか

にする必要があると思われる.また，本試験では‘Purple

Passion' の増収を目的として，密櫛栽培の結果を報告した

が，近年新たに‘PacificPurple' CFaIloon. Andersen， 2000) 

や‘はるむらさきエフ， C仁井ら， 2008)などの多収とされ

る紫品種も報告されている.そのため，今後これらの品種

についても，栽培特性に関する調査を実施する予定である.

摘要

日本の寒冷地において，近年，作付けが増えているムラ

サキアスパラガスは，定植後の若年株の収量がグリーンア

スパラカ、、スに比べて著しく劣ることが問題となっている.

そのため，露地長期どり栽培での密縞栽培による増収の可

能性を， 1999 ~ 2005年までの 7年間にわたり調査した.そ

の結果，ムラサキアスパラガ、ス‘PurplePassion'の収量は，

若年株ではグリーンアスパラガス 'UC157'に比べて低かっ

たものの，密植栽培を行うと， 'UCI57'の慣行l去に近い収

量を得ることができた.さらに， ‘Purple Passion'の密植栽

培の 4年株以降では， 'UCI57'の慣行IKと同等の収最を得

ることができた.また， 'UCI57'と比較して， ‘Purple 

Passion' は単位面積当たりの収穫本数は少ないものの，密

植を行っても l茎震は維持された.このことから，収護作

業における労働負担軽減の可能性が考えられた.以上より，

ムラサキアスパラカ、、スは， グリーンプスパラガスと比べて

密植栽培適性に箆れていると考えられた.
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